
4	 成果指標
総合計画は、政策目的を明確化したうえで合理的根拠（エビデンス）に基づく政策立案を行う

EBPM の手法を踏まえ、各施策の進捗や効果を分析・検証しながら、必要な改善に取り組みます。
基本計画で設定する ｢成果指標｣ は､ 各施策を推進した結果､ 本市の姿や市民の意識 ･ 行動が

どのように変化したかを把握するため､ アウトカム指標とし、市民アンケートの結果（主観的指
標）や統計数値（客観的指標）などを用いて、目標を設定し､ 各施策の成果を評価します｡

評価結果は適宜､ 市川市総合計画審議会へ報告したうえで､ 計画や施策の改善につなげ､ 限ら
れた経営資源を効果的かつ効率的に活用します｡

■ 基本目標に関する成果指標

基
本
目
標
１

自分らしく豊かに暮らせていると感じる市民の割合

まちづくり市民アンケートにおいて､
｢自分らしく豊かに暮らせていると
感じるか｣ との質問に対し、肯定的
な回答※をした市民の割合

現
状 56.3% 目

標

【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

基
本
目
標
２

安全が守られ､ 安心して暮らせていると感じる
市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､
｢安全が守られ､ 安心して暮らせて
いると感じるか｣ との質問に対し､
肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 49.9% 目

標

【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

基
本
目
標
３

快適に暮らすためのインフラが整備されていると
感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､
｢快適に暮らすためのインフラが整備 
されていると感じるか｣ との質問に
対し､ 肯定的な回答※をした市民の
割合

現
状 39.1% 目

標

【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

108

内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。
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基
本
目
標
４

自然と触れ合う場所が身近にあると感じる
市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､
｢自然と触れ合う場所が身近にあると
感じるか｣ との質問に対し､ 肯定的
な回答※をした市民の割合

現
状 51.1% 目

標

【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

環境に優しいまちであると感じる市民の割合

まちづくり市民アンケートにおいて､
｢環境に優しいまちだと感じるか｣ と
の質問に対し､ 肯定的な回答※をした
市民の割合

現
状 35.4% 目

標

【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

基
本
目
標
５

市川市に魅力を感じる市民の割合

まちづくり市民アンケートにおいて､
｢市川市に魅力を感じるか｣ との質問
に対し､ 肯定的な回答※をした市民の
割合

現
状 59.4% 目

標

【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

まちの賑わいを感じる市民の割合

まちづくり市民アンケートにおいて､
｢まちの賑わいを感じるか｣ との質問
に対し､ 肯定的な回答※をした市民の
割合

現
状 44.8% 目

標

【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

｢まちの文化（暮らしの中にある歴史 ･ 文化 ･
芸術など）｣ に親しみを感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､
｢まちの文化（暮らしの中にある歴史 ･ 
文化 ･ 芸術など）に親しみを感じる
か｣ との質問に対し、肯定的な回答※

をした市民の割合

現
状 42.9% 目

標

【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

※�選択肢（｢そう思う｣ ｢ややそう思う｣ ｢どちらともいえない｣ ｢ややそう思わない｣ ｢そう思わない｣）のうち､ 肯定的な回答は ｢そう思う｣ 
｢ややそう思う｣ とする｡
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内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。
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■ 各施策に関する成果指標

健康であると感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢健康で
あると感じるか」との質問に対し､ 肯定的な回
答※をした市民の割合

現
状 59.7% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

健康寿命（女性）
健康上の問題で日常生活が制限されることなく
自立して生活できる期間（65 歳 + 日常生活に
制限のない期間の平均）
※出典 : 健康情報ナビ（千葉県）

現
状 86.19歳 目

標
【令和 4 年】 【令和 16 年】

安心して子育てできるまちで	
あると感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢安心し
て子育てできるまちであると感じるか」との質
問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 42.5% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

子育て世代（30～40歳代前半）
の転入数
１月から 12 月の市外からの転入数
※出典 : 住民基本台帳

現
状 9,226人 目

標
【令和 7 年】 【令和 16 年】

目標を持って学習、生活している
児童生徒の割合
市川市立小･中･義務教育･特別支援学校の学校評価アンケート
において､「目標を持って学習したり、生活したりしているか」
との質問に対し､ 肯定的な回答をした児童生徒の割合

現
状 80.0% 目

標
【令和 7 年 12 月】 【令和 16 年度】

健康寿命（男性）
健康上の問題で日常生活が制限されることなく
自立して生活できる期間（65 歳 + 日常生活に
制限のない期間の平均）
※出典 : 健康情報ナビ（千葉県）

現
状 83.05歳 目

標
【令和 4 年】 【令和 16 年】

出生数
１月から 12 月の出生数
※出典 : 住民基本台帳

現
状 3,420人 目

標
【令和 7 年】 【令和 16 年】

子育て世代（30～40歳代前半）
の転出数
１月から 12 月の市外への転出数
※出典 : 住民基本台帳

現
状 8,873人 目

標
【令和 7 年】 【令和 16 年】

友だちと ｢お互いの良さを認め合う」ような
関係づくりができていると感じる保護者の割合
市川市立小 ･ 中 ･ 義務教育 ･ 特別支援学校の学校評価アンケートにお
いて､ ｢友だちと ｢お互いの良さを認め合う」ような関係づくりがで
きているか」との質問に対し、肯定的な回答をした保護者の割合

現
状 89.0% 目

標
【令和 7 年 12 月】 【令和 16 年度】
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内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。
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生涯学習活動（趣味・資格取得・健康づくり・
ボランティアなど）に取り組んでいる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢生涯学習活動（趣味･
資格取得 ･ 健康づくり ･ ボランティアなど）に取り組んで
いるか」との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 34.2% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

図書館の利用者数
市内図書館の利用者の数

現
状 延べ1,444,007人 目

標
【令和 6 年度】 【令和 16 年度】

地域共生社会（世代や分野を超えてつながること
で､ 一人ひとりの暮らしと生きがい､ 地域をともに
創っていく社会）を意識している市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢地域共生社会（世代や分野を超えて
つながることで､ 一人ひとりの暮らしと生きがい､ 地域をともに創っていく
社会）を意識しているか」との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 26.7% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

高齢者が自立した生活を安心して送る
ことができていると思う市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢高齢者が自立
した生活を安心して送ることができていると思うか」
との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 22.6% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

共生社会（障がいの有無にかかわらず､ 誰もが社会
の一員として互いを尊重し､支え合って暮らす社会）
を意識している市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢共生社会（障がいの有無に関わら
ず､ 誰もが社会の一員として互いを尊重し､ 支え合って暮らす社会）を
意識しているか」との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 36.9% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

公民館の利用者数
市内公民館の利用者の数

現
状 延べ730,150人 目

標
【令和 6 年度】 【令和 16 年度】
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内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。
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社会保障（国民年金・国民健康保険・生活保護・
生活困窮者支援）に不安を感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢社会保障 ( 国民年金 ･ 国民
健康保険 ･ 生活保護 ･ 生活困窮者支援 ) に不安を感じるか」との
質問に対し､ ｢そう思う」､ ｢ややそう思う」と回答した市民の割合

現
状 59.3% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

個人の尊厳が尊重され､ 互いの多様性を
認め合うことを意識している市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢個人の尊厳が尊
重され､ 互いの多様性を認め合うことを意識している
か」との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 52.4% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

平和に関心がある市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢平和に
関心があるか」との質問に対し､ 肯定的な回
答※をした市民の割合

現
状 83.2% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

多文化共生社会（国籍や民族などの文化的な違いを互いに
認め合い､ 対等な関係を築こうとしながら､ 地域の一員と
して共に生きる社会）を意識している市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢多文化共生社会（国籍や民族などの文化的な
違いを互いに認め合い､ 対等な関係を築こうとしながら､ 地域の一員として共に生
きる社会）を意識しているか」との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 27.8% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

災害に強いまちであると感じる	
市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢災害に
強いまちであると感じるか」との質問に対し､
肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 24.4% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

就労支援による新規就労者数
就労支援により､ 新たに就労した生活保護受給
者の数

現
状 114人 目

標
【令和 6 年度】 【令和 16 年度】

国際交流に関するイベントや	
活動に参加している市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢国際交流
に関するイベントや活動に参加しているか」と
の質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 6.5% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

災害に備えた取り組み（備蓄・避難経路の確認・
訓練への参加など）をしている市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢災害に備えた取り組
み（備蓄 ･ 避難経路の確認 ･ 訓練への参加など）をしてい
るか」との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 29.4% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

112

内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。
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消防団員数
消防団を構成する消防団員（非常勤特別職の地
方公務員）の数

現
状 323人 目

標 400人
【令和 7 年 4 月 1 日時点】 【令和 17 年 4 月 1 日時点】

治安が良いと感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢治安が
良いと感じるか」との質問に対し､ 肯定的な回
答※をした市民の割合

現
状 45.8% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

交通マナーを意識している市民
の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢交通マ
ナーを意識しているか」との質問に対し､ 肯定
的な回答※をした市民の割合

現
状 81.5% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

道路交通（車両や歩行などでの移動）
の利便性が高いと感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢道路交通（車
両や歩行などでの移動）の利便性が高いと感じるか」
との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 35.0% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

水洗化人口
下水道本管が整備されている地域（下水道処理
区域）で、実際に下水道に接続している人口

現
状 361,100人 目

標
【令和 7 年 3 月 31 日時点】 【令和 17 年 3 月 31 日時点】

救急活動時間
119 番通報を受け､ 出動し､ 活動を終えて帰
署するまでの年平均時間

現
状 104分40秒 目

標 96分 40秒
【令和 6 年】 【令和 16 年】

刑法犯認知件数
刑法などに規定する罪（道路上の交通事故に係
る業務上（重）過失致死傷を除く）のうち､ 警
察において発生を認知した事件の数
※出典 : 犯罪統計（千葉県警察）

現
状 2,730件 目

標 2,211件
【令和 6 年】 【令和 16 年】

交通事故発生件数
道路上において､ 車両､ 路面電車及び列車の交
通によって起こされた人の死亡または負傷を伴
う事故の数
※出典 : 交通事故統計資料集（千葉県警察）

現
状 902件 目

標 600件
【令和 6 年】 【令和 16 年】

公共交通（鉄道やバスなどでの移動）
の利便性が高いと感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢公共交通（鉄
道やバスなどでの移動）の利便性が高いと感じるか」
との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 50.2% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

113

内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。
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市で把握する管理不全空家・	
特定空家数
市が把握している空家等のうち、管理が行き届
いていない空家等の数

現
状 478棟 目

標
【令和 7 年 12 月 31 日時点】 【令和 17 年 3 月 31 日時点】

カーボンニュートラルの取り組み（節電や
住宅の省エネ化など）をしている市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢カーボンニュート
ラルの取り組み（節電や住宅の省エネ化など）をしている
か」との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 33.1% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

鳥類ラインセンサスシンボル種
の確認数
鳥類モニタリング調査における代表的な野鳥の
個体数

現
状 1,337羽 目

標
【令和 6 年度】 【令和 16 年度】

市内の公園を利用している市民	
の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢市内の
公園を利用しているか」との質問に対し､ 肯定
的な回答※をした市民の割合

現
状 30.5% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

都市緑地の面積
都市公園法で規定されている緑地の面積

現
状 76.41ha 目

標 76.51ha
【令和 6 年度】 【令和 16 年度】

住宅の耐震化率
住宅のうち､ 耐震性がある住宅の割合

現
状 97.0% 目

標
【令和 5 年度】 【令和 16 年度】

市域における二酸化炭素排出量
二酸化炭素排出量（家庭部門､ 業務その他部門､
運輸部門､ 廃棄物分野（焼却処分）､ 産業部門の合計）

現
状
1,867 千 t-CO2

【令和 3 年度】

目
標

1,062千t-CO₂
【令和 12 年度末】

850千t-CO₂
【令和 17 年度末】

都市公園の面積
都市公園法で規定されている公園の面積

現
状 103.78ha 目

標 105.49ha
【令和 6 年度】 【令和 16 年度】

114

内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。

は
じ
め
に

Ⅰ

市の概要1

18
住
宅
・
住
環
境

19
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

20
自
然
環
境
・
生
物
多
様
性

21
公
園
・
緑
地
・
水
辺

●211790-本文-市川市総合計画.indb   114●211790-本文-市川市総合計画.indb   114 2026/04/08   10:27:002026/04/08   10:27:00



ごみの減量やリサイクルに対する	
意識を持って行動する市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢ごみの減量や
リサイクルに対する意識を持って行動しているか」
との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 66.3% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

身の回りの生活環境（大気・水・騒音・振動・
臭いなど）が良好であると感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて、「身の回りの生活環境

（大気・水・騒音・振動・臭いなど）が良好であると感じる
か」との質問に対し、肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 43.2% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

大気環境基準の達成率
（浮遊粒子状物質）

浮遊粒子状物質の環境基準を達成した測定局の
割合

現
状 100% 目

標
【令和 5 年度】 【令和 16 年度】

市民活動（自治会・NPOなど）	
が活発であると感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､「市民活動（自
治会・NPO など）が活発であると感じるか」との
質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 20.0% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

市民活動支援センターの
市民活動団体登録数
市民活動支援センターの利用登録をしている市
民活動団体の数

現
状 296団体 目

標 600団体
【令和 7 年 12 月 31 日時点】 【令和 17 年 3 月 31 日時点】

一人一日当たりのごみの排出量
市内ごみの年間総排出量を、行政人口と年間歴
日数を乗じた数字で除した量

現
状 714g 目

標
【令和 6 年度】 【令和 16 年度】

大気環境基準の達成率
（二酸化窒素）

二酸化窒素の環境基準を達成した測定局の割合

現
状 100% 目

標
【令和 5 年度】 【令和 16 年度】

水質環境基準の達成率（BOD）
BOD（河川）の環境基準を達成した環境基準
点の割合

現
状 100% 目

標
【令和 5 年度】 【令和 16 年度】

自治会加入率
全世帯のうち､ 自治会に加入している世帯の
割合

現
状 49.74% 目

標 54.00%
【令和 7 年 4 月 1 日時点】 【令和 17 年 4 月 1 日時点】
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内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。
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文化・芸術に触れる機会がある
市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢文化 ･
芸術に触れる機会があるか」との質問に対し､
肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 27.8% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

文化財（有形・無形）が保存､ 継承、
活用されていると感じる市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢文化財（有
形 ･ 無形）が保存､継承､活用されていると感じるか」
との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 28.4% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

市内事業所数
事業所数
※出典 : 経済センサス ‒ 活動調査

現
状 11,551事業所 目

標
【令和 3 年度】 【令和 16 年度】

市内の農業（農産物を含む）に	
関心がある市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢市内の
農業（農産物を含む）に関心があるか」との質
問に対し、肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 46.1% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

農業産出額
農業生産活動による農作物及び加工農産物の産
出額
※出典 : 市町村別農業産出額（推計）（農林水産省）

現
状 22億4,000万円 目

標
【令和 5 年】 【令和 16 年】

市内売上金額
売上金額　
※出典 : 経済センサス-活動調査

現
状

2兆3,002億
6,000万円

目
標

【令和 3 年度】 【令和 16 年度】

市内の水産業（水産物を含む）に
関心がある市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢市内の
水産業（水産物を含む）に関心があるか」との
質問に対し、肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 31.3% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】
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内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。
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観光入込客数
観光地や行祭事､ イベント等へ訪れた人の数
※出典 :  千葉県観光入込調査報告書を作成するための調査依頼

に対し、本市が回答した数

現
状 延べ4,357,902人 目

標 延べ4,800,000人
【令和 6 年】 【令和 16 年】

週１回以上のスポーツ実施率
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢週 1 回
以上のスポーツを実施しているか」との質問に
対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 31.1% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

市役所の電子申請など ( 来庁せず、Web上で行政手続き
ができる )により､ 利便性が向上したと感じる	市民の割合
まちづくり市民アンケートにおいて､ ｢市役所の電子申請など（来
庁せず､ Web 上で行政手続きができる）により､ 利便性が向上し
たと感じるか」との質問に対し､ 肯定的な回答※をした市民の割合

現
状 45.5% 目

標
【令和 7 年度】 【令和 16 年度】

SNS フォロワー数
市公式 SNS（Facebook、X、Instagram、
LINE）のフォロワー数

現
状 147,423人 目

標 220,000人
【令和7年8月31日時点】 【令和17年3月31日時点】

スポーツ施設の利用者数
市内スポーツ施設の利用者の数

現
状 延べ565,477人 目

標 延べ600,000人
【令和 5 年度】 【令和 16 年度】

電子申請率
行政手続きの受理件数のうち､ オンライン申請
による受理件数の割合

現
状 42.0% 目

標 70.0%
【令和 6 年度】 【令和 16 年度】

パブリックコメントの意見件数
パブリックコメント１案件当たりの意見件数

（平均）

現
状 24件 目

標 100件
【令和 6 年度】 【令和 16 年度】

※�選択肢（｢そう思う｣ ｢ややそう思う｣ ｢どちらともいえない｣ ｢ややそう思わない｣ ｢そう思わない｣）のうち､ 肯定的な回答は ｢そう思う｣ ｢ややそ
う思う｣ とする｡
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内　容 期　間

基本構想

基本計画

実施計画

地域における総合的かつ計画的な行政運
営を行うために、目指すべき将来都市像や
基本目標を定めています。

25年間
令和8(2026)～32(2050)年度

基本構想で明らかにした将来都市像や基
本目標を具現化するための基本的な施策
を定めています。

9年間
令和8(2026)～16(2034)年度
※期間終了後は次期計画を策定

基本計画に示された施策を実現するため
の具体的な事業を定めています。

5年間
令和8(2026)～１２(20３０)年度

※毎年見直し
期間終了後は次期計画を策定

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総合
計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を
将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
　しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込
まれるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害
のリスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大
といった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本市は、千葉県の北西部に位置し、北は松戸市、東は鎌ケ谷市と船橋市、南は浦安市と東京湾
に接しています。また、江戸川を隔てて東京都（江戸川区・葛飾区）と相対しており、東京都心から
20㎞圏内に市域のほぼ全体が含まれています。
　昭和9（１９３４）年に市川町、八幡町、中山町、国分村の合併により「市川市」が誕生し、その後、
昭和２４（１９４９）年に大柏村、昭和３０（１９５５）年に行徳町、昭和３１（１９５６）年に南行徳町と合併し
ました。さらに、昭和３７（１９６２）年以降の公有水面の埋め立て（高谷新町、二俣新町、塩浜など）
により、現在の市域が形成されており、総面積は５６．３９㎢となっています。

計画策定の趣旨・目的1 計画策定の背景3

計画の構成と期間2

　総合計画は、長期的な将来展望に基づき、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくための
根幹となる計画です。
　これまで本市では、平成１３(20０1)年度から令和７(2025)年度を計画期間とする「市川市総
合計画（I&Iプラン21）」を策定し、「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」
を将来都市像に掲げ、その実現に向けて歩みを進めてきました。
しかしながら、今後は、これまでのような人口増加は鈍化し、少子高齢化も加速することが見込ま
れるため、それにあわせたまちづくりを進めていかなければなりません。また、高まる自然災害の
リスクや年々深刻化する地球温暖化、都市インフラの老朽化、不安定な経済情勢、格差の拡大と
いった問題には、スピード感を持って対応していかなければなりません。
　このように大きく変容する時代の潮流の中において、本市は、この総合計画を通じて、本市の
あるべき姿と進むべき方向性を明示し、その実現に向けたまちづくりを進めていきます。

　本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の3層構造とし、計画期間を令和8(2026)年
度～令和32(2050)年度の25年間とします。
　なお、「基本計画」と「実施計画」は、「地方版総合戦略※」を包含するものとします。
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